
「NOSAIおおいた」は、今年4月に県下4組合が合併し、新組合としてスタートしました。
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火災を防ぐ火災を防ぐ
ちょっとした不注意から火災が発生し、
かけがえのない命や貴重な財産が危険にさらされます。
もう一度、火災の恐ろしさを認識し、
火災予防について考えてみましょう。

ちょっとした不注意から火災が発生し、
かけがえのない命や貴重な財産が危険にさらされます。
もう一度、火災の恐ろしさを認識し、
火災予防について考えてみましょう。

松岡　辰倫　消防司令補
大分市消防局予防課予防担当班

　
空
気
が
乾
燥
し
た
時
季
に
な
る
と
「
○
日
午
前
○
時
ご
ろ
、○
○

住
宅
の
○
○
さ
ん
方
か
ら
出
火
。
木
造
平
屋
を
全
焼…

」
と
い
っ

た
ニ
ュ
ー
ス
が
流
れ
ま
す
。
大
分
県
の
消
防
年
報
平
成
25
年
版
に

よ
る
と
、
平
成
24
年
中
の
火
災
に
よ
る
死
者
数
16
人
を
年
齢
階
層

別
に
み
る
と
65
歳
以
上
が
９
人
と
な
っ
て
お
り
、
全
体
の
56
・
３
％

を
占
め
て
い
ま
す
。
最
も
死
者
数
の
多
か
っ
た
年
齢
階
層
は
81
歳

以
上
で
、
４
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。
出
火
原
因
で
は
、
火
入
れ
（
野

焼
き
・
畔
焼
き
）、
こ
ん
ろ
、
た
ば
こ
、
た
き
火
、
電
灯
・
電
話
等

の
配
線
、
放
火
、
ス
ト
ー
ブ
の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
火
災
予
防
に
つ
い
て
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
は…

。

　
大
分
市
消
防
局
の
松
岡
辰
倫
消
防
司
令
補
に
心
が
け
る
べ
き
こ

と
を
伺
い
ま
し
た
。

中
高
年
層
に
被
害
が
集
中

特集

自
分
の
こ
と
と
し
て
考
え
る

　
　
　
　
そ
れ
が
火
災
を
防
ぐ
第
一
歩
で
す

自
分
の
こ
と
と
し
て
考
え
る

　
　
　
　
そ
れ
が
火
災
を
防
ぐ
第
一
歩
で
すまつおか　 たつのり
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平
成
25
年
中
、
全
国
の
火
災
件
数
は
４
８
、

０
９
５
件
で
し
た
。
実
に
１
日
あ
た
り
１
３

２
件
、
11
分
に
１
件
の
割
合
で
火
災
が
発
生

し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
火
災
は
「
対
岸
の

火
事
」
で
は
な
く
、
い
つ
自
分
の
身
に
降
り

か
か
っ
て
く
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
火
災
が

起
こ
る
に
は
必
ず
原
因
が
あ
り
、
そ
の
予
防

方
法
も
必
ず
あ
る
の
で
す
。
み
な
さ
ん
が
火

災
予
防
に
関
す
る
知
識
を
得
る
こ
と
で
、
火

災
は
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。
火
災
を

自
分
の
こ
と
と
し
て
考
え
、
火
災
を
防
ぐ
第

一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
ょ
う
。

　
み
な
さ
ん
の
命
を
守
る
住
宅
用
火
災
警
報

器
の
設
置
が
義
務
化
さ
れ
、
８
年
が
経
過
し

ま
し
た
。
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
セ
ン
サ
ー

や
電
池
の
寿
命
等
が
原
因
で
火
災
を
感
知
し

な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
い
ざ
と
言
う

時
に
き
ち
ん
と
作
動
す
る
た
め
に
は
、
日
頃

の
維
持
管
理
が
大
切
で
す
。

　
住
宅
用
火
災
警
報
器
に
ほ
こ
り
や
ク
モ
の

巣
が
付
く
と
火
災
の
煙
を
感
知
し
に
く
く
な

る
た
め
、
１
年
に
１
回
は
乾
い
た
布
で
拭
き

取
り
、
そ
し
て
作
動
点
検
を
し
て
く
だ
さ
い
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
点
検
や
電
池
交
換
の

方
法
は
機
種
に
よ
っ
て
異
な
る
た
め
、
取
扱

説
明
書
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
し
て
い
た
こ

と
で
火
災
に
至
ら
な
か
っ
た
事
例
や
、
命
が

助
か
っ
た
事
例
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。
自
身

の
命
、
家
族
の
命
を
守
る
た
め
に
も
、
住
宅

用
火
災
警
報
器
の
設
置
、
そ
し
て
維
持
管
理

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　

　
初
期
消
火
で
消
火
器
が
使
わ
れ
た
場
合
、

消
火
成
功
率
は
約
80
％
に
及
ぶ
と
い
う
デ
ー

タ
が
あ
り
ま
す
。
木
造
家
屋
の
火
災
で
は
、

全
焼
に
至
る
ま
で
で
20
分
程
度
。
初
期
消
火

の
限
界
は
天
井
に
火
が
ま
わ
る
ま
で
の
２
分

程
度
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
初
期
消

火
の
限
界
と
考
え
て
、
天
井
に
火
が
ま
わ
れ

ば
、
す
ぐ
に
安
全
な
場
所
へ
避
難
し
ま
し
ょ

う
。

　
ま
た
、
火
災
を
発
見
し
た
ら
大
声
で
周
り

の
人
に
知
ら
せ
、
た
だ
ち
に
１
１
９
番
通
報

し
、
現
場
や
目
標
物
を
は
っ
き
り
と
伝
え
る

こ
と
が
必
要
で
す
。

①黄色のピンを上に抜き②ホースの先端を消火器から外し、
　しっかり持つ

③レバーを握って噴射する

● 消火器を使うときは、火の根元に向けて噴射することが大切。
● 消火器をこんろの近くに置くと、いざという時に火災の火で取りに行くことができない恐れがあります。
● 消火器は、玄関など近所の人でもすぐに目に付く場所に置きましょう。（取材協力：大分市消防局）

11
分
に
１
件
の
割
合
で

 
火
災
は
発
生
し
て
い
ま
す

特集／火災を防ぐ

家
族
の
命
を
守
る
た
め
住
宅
用

　
　
火
災
警
報
器
の
作
動
点
検
を

消
火
器
に
よ
る
初
期
消
火

　
　
　
　
　
成
功
率
は
約
80
％

突然の火災！ そのとき消火器、使えますか？
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が
多
数
発
生
し
ま
し
た
。
被
害
に
遭
わ
れ
た
総
合

共
済
の
加
入
者
の
方
か
ら
は
、「
ま
さ
か
の
大
雪

だ
っ
た
が
加
入
し
て
い
て
良
か
っ
た
」
と
の
声
を

多
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。
一
万
円
以
上
の
損
害
で

あ
れ
ば
共
済
金
を
お
支
払
い
で
き
る
の
も
、Ｎ
Ｏ

Ｓ
Ａ
Ｉ
の
総
合
共
済
の
メ
リ
ッ
ト
と
言
え
ま
す
。

悪
質
な
業
者
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
に
ご
注
意
を

　
近
年
、「
共
済
（
保
険
）
を
使
っ
て
自
己
負
担

ゼ
ロ
で
屋
根
の
修
繕
が
で
き
ま
す
」
な
ど
と
勧
誘

す
る
悪
質
な
業
者
と
修
理
契
約
を
結
び
、
思
わ
ぬ

ト
ラ
ブ
ル
に
発
展
す
る
ケ
ー
ス
が
出
て
い
ま
す
。

　
例
え
ば
、「
共
済
や
保
険
で
屋
根
の
修
理
が
で

き
る
。
無
料
で
調
査
し
、
申
請
も
手
伝
う
」
と
言

わ
れ
、
修
理
を
契
約
。
そ
の
後
、
共
済
（
保
険
）

金
が
出
な
い
、
又
は
業
者
の
修
理
見
積
り
が
過
大

と
判
明
。
し
か
し
、
業
者
は
修
理
契
約
の
解
約
に

応
じ
て
く
れ
ず
、
結
局
、
業
者
に
多
額
な
支
払
を

し
な
く
て
は
な
ら
な
く
な
っ
た
、
と
い
っ
た
ケ
ー

ス
で
す
。

　
ト
ラ
ブ
ル
を
未
然
に
防
ぐ
に
は
、
必
要
の
な
い

修
理
・
勧
誘
は
き
っ
ぱ
り
断
る
こ
と
、
あ
わ
て
て

修
理
契
約
を
し
な
い
こ
と
が
大
切
で
す
。
修
理
内

容
を
よ
く
確
認
し
、
修
理
着
工
前
に
代
金
を
前
払

い
す
る
こ
と
は
避
け
ま
し
ょ
う
。

満
額
加
入
で
万
全
の
備
え
を

　
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
の
建
物
共
済
で
は
、
損
害
共
済
金
は
、

加
入
物
件
の
価
額
（
新
価
特
約
で
再
取
得
価
額
）
と
加

入
金
額
（
共
済
金
額
）
の
割
合
で
支
払
い
ま
す
の
で
、

満
額
で
の
ご
加
入
を
お
勧
め
し
て
い
ま
す
。Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ

は
国
の
農
業
災
害
補
償
法
に
よ
る
健
全
な
運
営
、
組
合

員
の
助
け
合
い
の
組
織
で
す
か
ら
、
安
心
し
て
加
入
い

た
だ
け
ま
す
。

　
他
の
共
済
・
保
険
と
重
複
契
約
し
て
い
る
場
合
は
、
そ

れ
ぞ
れ
が
算
定
し
た
共
済
金（
保
険
金
）の
合
計
額
が「
損

害
額
」
を
超
え
た
場
合
、
損
害
額
に
見
合
う
よ
う
調
整
が

さ
れ
ま
す
。で
す
か
ら
、過
不
足
の
な
い
加
入（
満
額
加
入
）

が
大
切
で
す
。
我
が
家
は
ど
う
か
な
？
と
気
に
な
る
と
き

は
、
お
気
軽
に
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

隣
家
か
ら
の
も
ら
い
火
も
自
己
責
任
が
原
則
で
す

　
隣
家
の
失
火
に
よ
っ
て
自
宅
が
焼
失
し
て
も
、
失
火

責
任
法
に
よ
っ
て
、
そ
の
失
火
が
重
大
な
過
失
に
よ
っ

て
発
生
し
た
と
証
明
で
き
な
け
れ
ば
、
隣
家
へ
の
損
害

賠
償
請
求
は
で
き
な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
隣
家
か
ら

の
延
焼
に
対
す
る
備
え
と
し
て
も
火
災
共
済･

保
険
に
加

入
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
の
で
す
。 

雪
害
へ
の
備
え
は
万
全
で
す
か
？
自
然
災
害
・
地
震
は
総
合
共
済
で

　
２
月
の
大
雪
で
は
、
屋
根
や
樋
、
テ
ラ
ス
な
ど
に
被
害

特集／火災を防ぐ

安心
安い
簡単
早い
有利

1.
2.
3.
4.
5.

NOSAI事業は国の農業災害補償法により健全な運営を行っています。安心して加入できます。

割安な掛け金で家計に大きな負担となりません。
1000万円（一般造）にご加入の場合、火災共済で1日26円、総合共済で72円

共済金請求手続きはいたって簡単です。面倒な書類作成はありません。

罹災証明書や家電製品修理証明書をお届けいただければ、早急に共済金をお支払いします。

一年更新の短期共済なので、毎年、ご契約内容の見直しが可能です。

選ぶなら「NOSAIの建物共済」 5つの魅力

住
ま
い
と
家
財
を
守
る
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
の
建
物
共
済

東 部 支 所  TEL.0978-63-4466 南 部 支 所  TEL.0974-22-3330
中西部支所  TEL.0973-72-3409 竹田出張所  TEL.0974-63-2825
大分出張所  TEL.097-576-7461 北 部 支 所  TEL.0978-32-1307

支所・出張所

連絡先
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農
林
水
産
省
は
11
月
22
日
、
園
芸
施
設

共
済
の
補
償
を
拡
充
す
る
改
正
案
を
発

表
し
ま
し
た
。
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
お
お
い
た

で
も
総
代
会
で
の
共
済
規
程
の
改
正
を

経
て
、
平
成
27
年
２
月
に
も
新
た
な
補

償
で
加
入
い
た
だ
け
る
よ
う
手
続
き
を

進
め
る
予
定
で
す
。

■
時
価
ベ
ー
ス
の
補
償
が
拡
充

１
．
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
の
耐
用
年
数
が
５

年
か
ら
10
年
に
延
長
さ
れ
ま
す
。

２
．
施
設
本
体
と
附
帯
施
設
の
耐
用
年

数
経
過
後
の
時
価
現
有
率
が
20
％
か

ら
50
％
に
引
き
上
げ
ら
れ
、
経
年
に

よ
る
減
少
率
が
緩
や
か
に
な
り
ま
す

（
図
の
「
時
価
ベ
ー
ス
の
補
償
の
拡

充
部
分
」）。

■
農
家
選
択
で
補
償
の
追
加
が
可
能
に

　

時
価
ベ
ー
ス
の
補
償
の
拡
充
に
加
え

て
、
農
家
が
加
入
を
選
択
で
き
る
復
旧

費
用
の
補
償
を
導
入
。
更
に
大
き
な
補

償
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

１
．
耐
用
年
数
内
の
補
償
価
額
（
※
）

は
再
建
築
価
額
の
１
０
０
％
（
最
高

の
補
償
水
準
は
80
％
）
ま
で
、
耐
用

年
数
経
過
後
は
75
％
（
同
60
％
）
ま

で
を
農
家
の
選
択
で
上
乗
せ
で
き
ま

す
（
図
の
「
農
家
選
択
に
よ
る
補
償

の
追
加
部
分
」）。

２
．
現
在
、
撤
去
費
用
の
対
象
と
な
っ

て
い
な
い
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
も
撤
去
費

用
の
補
償
対
象
に
追
加
さ
れ
ま
す
。

※
補
償
価
額
と
は
、
共
済
契
約
に
お
け

る
評
価
額
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

時
価
現
有
率
の
引
き
上
げ
復
旧
費
用
の
補
償
も
導
入
へ

園芸施設共済の補償拡充へ

南部支所家畜診療所 所長
獣医師

石
いしざか

坂　悦
えつよし

祥

診療所だより

　
　
　

夏
が
過
ぎ
、
牛
に
と
っ
て
過
し
や

す
い
気
候
に
な
り
ま
し
た
。し
か
し
、

牛
が
風
邪
に
か
か
る
シ
ー
ズ
ン
で
も

あ
り
ま
す
。
毎
年
多
く
の
牛
が
風
邪

に
か
か
り
、
経
済
的
な
損
失
が
極
め

て
大
き
い
病
気
で
す
。
最
近
は
予
防

対
策
と
し
て
、
ヒ
ー
タ
ー
・
マ
ッ
ト
・

ベ
ス
ト
・
首
巻
等
が
毎
年
改
良
さ
れ

新
商
品
で
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。
畜

舎
の
環
境
に
合
っ
た
も
の
を
使
用
し

ま
し
ょ
う
。

　
風
邪
発
症
の
メ
カ
ニ
ズ
ム

　

風
邪
発
生
の
ス
タ
ー
ト
は
離
乳
・

導
入
・
移
動
・
エ
サ
・
気
温
の
変
化

等
の
ス
ト
レ
ス
に
よ
る
牛
の
体
力
の

低
下
で
す
。
す
る
と
、
ま
ず
呼
吸
器

病
ウ
イ
ル
ス
が
気
道
感
染
し
ま
す
。

そ
の
後
、
常
に
鼻
腔
内
に
い
る
細
菌

が
異
常
に
増
加
し
、
気
管
支
炎
や
肺

炎
に
進
行
し
ま
す
。
こ
う
な
る
と
、

多
種
の
抗
生
物
質
と
消
炎
剤
等
に
よ

る
治
療
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
治
療

が
長
引
く
と
細
菌
も
次
第
に
抗
生
物

質
に
対
し
耐
性
を
持
ち
、
薬
の
効
力

が
悪
く
な
る
こ
と
も
あ
り
注
意
が
必

要
で
す
。

　

ま
た
、
早
期
に
適
切
な
治
療
が
な

さ
れ
な
い
と
、
呼
吸
障
害
の
悪
化
に

よ
り
死
亡
し
た
り
、
治
癒
し
て
も
一

度
傷
つ
い
た
肺
は
元
に
戻
ら
な
い
の

で
慢
性
的
に
風
邪
の
症
状
を
持
つ
牛

と
な
り
ま
す
。

　
効
果
的
な
ワ
ク
チ
ン
接
種
法
と
は

　

早
期
離
乳
さ
せ
た
子
牛
よ
り
母
牛

と
の
同
居
子
牛
の
風
邪
発
生
率
が
低

い
の
は
、
母
牛
の
保
温
や
生
乳
の
効

果
と
思
わ
れ
ま
す
。
特
に
生
後
１
～

３
ヶ
月
の
哺
乳
期
の
子
牛
に
は
、
分

娩
前
に
風
邪
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
た

母
牛
の
初
乳
を
哺
乳
さ
せ
る
の
が
効

果
的
で
安
全
な
方
法
で
す
。
出
生
以

後
の
子
牛
に
は
、
市
場
前
の
ワ
ク
チ

ン
を
早
期
に
接
種
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、冬
季
の
導
入
は
要
注
意
で
、

無
症
状
で
元
気
な
導
入
牛
が
今
ま
で

畜
舎
に
は
存
在
し
な
か
っ
た
ウ
イ
ル

ス
を
持
ち
込
み
、
集
団
発
生
さ
せ
る

ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

風
邪
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
注
意
点

牛
は
こ
う
し
て

　
風
邪
を
発
症
す
る
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平
成
27
年
産
か
ら
麦
の
共
済
金
の

　
　
　
　
　
　
算
定
方
法
が
見
直
さ
れ
ま
す

麦共済制度の変更

補償金額

収入

共済金

営農継続支払
販売収入

販売収入+数量払

収量

補償金額

収入

共済金

販売収入+数量払

収量

平成27年産における農業共済の補償イメージ

平成26年産までの農業共済の補償イメージ

　

平
成
27
年
産
の
麦
作
か
ら
、
経
営
所
得

安
定
対
策
が
見
直
さ
れ
、
営
農
継
続
支
払

が
当
年
の
作
付
面
積
に
応
じ
て
交
付
さ
れ

る
こ
と
に
と
も
な
い
、
共
済
金
の
算
定
方

法
が
見
直
さ
れ
ま
す
。

　　

営
農
継
続
支
払
は
当
年
産
の
収
入
に
含

ま
れ
ま
す

　

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
制
度
は
、
自
然
災
害
等
に

よ
る
収
穫
量
の
減
少
に
と
も
な
う
収
入
減

少
を
補
て
ん
す
る
制
度
で
す
。そ
の
た
め
、

補
償
金
額
か
ら
当
年
産
の
収
穫
量
に
と
も

な
う
収
入
を
除
い
て
共
済
金
を
お
支
払
い

し
て
い
ま
す
。

　

営
農
継
続
支
払
は
、
平
成
26
年
産
ま
で

は
前
年
産
の
生
産
面
積
を
基
に
算
定
さ
れ

て
い
た
こ
と
か
ら
、
当
年
産
の
収
穫
量
に

と
も
な
う
収
入
に
は
含
め
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
。

　

し
か
し
、
平
成
27
年
産
か
ら
は
、
営
農

継
続
支
払
が
当
年
産
の
作
付
面
積
に
応
じ

て
数
量
払
の
内
金
と
し
て
交
付
さ
れ
る
仕

組
み
に
変
更
さ
れ
る
た
め
、
営
農
継
続
支

払
は
当
年
産
の
収
入
に
含
め
る
こ
と
と
な

り
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
共
済
金
が
減
額
さ
れ

る
場
合
が
生
じ
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
見
直
し
に
と
も
な
い
、
共
済

掛
金
率
に
つ
い
て
も
下
が
る
こ
と
と
な
り

ま
す
。

平
成
26
年
産
と
平
成
27
年
産
の

共
済
金
の
算
定
方
法
の
比
較

変
更
点

　

平
成
27
年
産
か
ら
、営
農
継
続
支
払
は
、

当
年
産
の
収
入
に
含
め
る
こ
と
と
な
り
ま

す
。
こ
の
た
め
、支
払
わ
れ
る
共
済
金
は
、

補
償
金
額
か
ら
営
農
継
続
支
払
を
控
除
し

た
も
の
と
な
り
ま
す
。

平
成
26
年
産

共
済
金
＝
補
償
金
額

－

（
販
売
収
入

＋
交
付
金
（
数
量
払
））

　
　
　

↓

平
成
27
年
産　

共
済
金
＝
補
償
金
額

－

（
販
売
収
入

＋
交
付
金
（
数
量
払
及
び
営
農
継
続

支
払
））

※
補
償
金
額
と
は
、
麦
の
生
産
に
よ
っ

て
得
ら
れ
る
当
年
産
の
見
込
収
入

（
平
年
収
入
）
の
う
ち 

農
業
共
済
が

補
償
す
る
金
額
で
す
。
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平
成
26
年
を
振
り
返
っ
て
。

日
野　

４
月
に
は
全
国
10
番
目
の
県
域

組
合
と
し
て
新
組
合
が
発
足
し
ま
し
た
。

こ
う
し
て
新
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
る

の
も
、
農
家
組
合
員
の
皆
様
を
は
じ
め
、

関
係
各
位
の
ご
支
援
・
ご
協
力
の
賜
物
と

思
っ
て
い
ま
す
。

２
月
中
旬
に
は
大
雪
に
よ
る
被
害
が
あ

り
ま
し
た
。

日
野　

思
い
も
か
け
ぬ
大
雪
に
よ
っ
て

県
内
各
地
の
園
芸
施
設
に
大
き
な
被
害
が

発
生
し
ま
し
た
。
３
月
中
に
は
共
済
金
を

お
支
払
い
で
き
た
こ
と
に
は
安
心
し
ま
し

た
。

　

た
だ
、
今
は
い
つ
ど
ん
な
自
然
災
害
が

起
き
て
も
お
か
し
く
な
い
、
と
誰
も
が
感

じ
て
い
る
は
ず
で
す
。
災
害
が
起
き
な
い

こ
と
を
願
い
ま
す
が
、
ど
う
も
そ
う
い
う

状
況
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。
平
穏
な
時
に
は

共
済
や
保
険
は
役
に
は
立
ち
ま
せ
ん
が
、

災
害
が
起
き
て
か
ら
で
は
遅
い
。
こ
う

い
う
時
に
こ
そ
、
一
人
一

人
の
農
家
組
合
員
の
皆
様

に
、
制
度
の
十
分
な
説
明

と
全
力
で
の
加
入
推
進
が

重
要
で
す
。

米
価
下
落
で
生
産
現
場

に
先
行
き
不
安
が
広

が
っ
て
い
ま
す
。

日
野　

高
齢
化
や
人
口

減
少
が
進
ん
で
い
け
ば
、

米
の
需
要
の
減
少
傾
向
は
続
く
で
し
ょ

う
。
食
料
自
給
は
国
家
の
根
幹
で
す
か

ら
、
飼
料
用
米
な
ど
の
新
規
需
要
米
の

安
定
的
な
生
産
と
主
食
用
米
の
米
価
安

定
を
両
立
さ
せ
る
施
策
が
欠
か
せ
ま
せ

ん
。

　

現
在
、
農
業
経
営
全
体
に
着
目
し
、

価
格
低
下
を
含
め
た
収
入
減
少
を
補
て

ん
す
る
収
入
保
険
制
度
の
導
入
が
調

査
・
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
年
度
、

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
全
国
が
調
査
事
業
を
受
託

し
、
本
県
に
お
い
て
も
各
種
調
査
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

地
域
の
創
生
も
大
き
な
課
題
に
な
っ
て

い
ま
す
。

日
野　

各
地
域
の
特
徴
を
活
か
し
た
自

律
的
で
持
続
的
な
地
域
づ
く
り
、
安
心

し
て
生
活
で
き
る
地
域
づ
く
り
を
政
府

は
目
指
し
て
い
ま
す
。
持
続
的
で
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
、
潤
い
の

あ
る
社
会
づ
く
り
は
、
ま
さ
に
Ｎ
Ｏ
Ｓ

Ａ
Ｉ
の
理
念
そ
の
も
の
で
す
。
変
化
の

時
代
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
今
必
要
と
さ

れ
て
い
る
の
が
、
昔
か
ら
農
村
集
落
に

あ
っ
た
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　

た
と
え
ば
、
火
災
で
自
宅
が
な
く
な

る
、
大
雪
で
園
芸
施
設
が
倒
壊
す
る
、

と
い
っ
た
事
態
で
再
建
が
で
き
な
け
れ

ば
、
家
庭
は
壊
れ
、
集
落
も
地
域
農
業

も
壊
れ
て
い
く
。
い
っ
た
ん
壊
れ
る
と

元
に
戻
す
の
は
容
易
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
お
お
い
た
で
は
、
３
８
０
０

人
以
上
の
共
済
部
長
さ
ん
や
損
害
評
価

員
さ
ん
に
運
営
に
携
わ
っ
て
頂
い
て
い

ま
す
。
民
間
企
業
に
は
な
い
、
地
域
集

落
や
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
が
あ
り
ま

す
。
ぜ
ひ
安
心
し
て
加
入
し
て
頂
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

新
組
合
２
年
目
に
向
け
て
抱
負
を
。

日
野　

気
を
引
き
締
め
直
し
て
、
県
下

３
万
３
千
の
農
家
組
合
員
の
皆
様
の
経

営
の
安
定
に
向
け
、
役
職
員
一
同
、
全

力
で
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。
何
卒
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

︱  
日
野
立
明
組
合
長
理
事
と
こ
の
１
年
を
振
り
返
る  

︱

変
化
の
時
代
こ
そ
、

　
　

人
や
地
域
と
の
つ
な
が
り
で
安
心
を
届
け
た
い

大分県農業共済組合　
　　組合長理事　日

ひ の

野　立
たつあき

明

トップインタビュー



8

　

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
お
お
い
た
で
は
大

分
県
産
新
米
１
ト
ン
を
大
分
県
社

会
福
祉
協
議
会
善
意
銀
行
を
通
じ

て
、
大
分
県
児
童
養
護
施
設
協
議

会
へ
寄
贈
し
ま
し
た
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
、
豊
か
な
実

り
へ
の
感
謝
と
地
域
社
会
へ
の
感

謝
の
思
い
を
込
め
て
「
感
謝
米
」

と
名
付
け
て
、
役
職
員
よ
り
寄
贈

し
て
い
ま
す
。
大
分
県
農
業
共
済

が
50
周
年
を
迎
え
た
平
成
11
年
に

社
会
貢
献
の
一
つ
と
し
て
始
め
て

以
来
、
今
年
で
16
回
目
と
な
り
ま

し
た
。

　

今
年
は
11
月
18
日
に
大
分
県
社

会
福
祉
協
議
会
に
て
贈
呈
式
を
行

い
ま
し
た
。
日
野
立
明
組
合
長
理

事
が
「
今
年
も
お
届
け
す
る
こ
と

が
で
き
て
う
れ
し
く
思
い
ま
す
」

と
挨
拶
し
ま
し
た
。
県
社
会
福
祉

協
議
会
の
高
橋
勉
会
長
常
務
理
事

よ
り
「
県
内
の
農
家
の
方
が
育
て

た
お
米
を
子
ど
も
た
ち
は
喜
ん
で

い
た
だ
い
て
い
ま
す
」
と
お
礼
の

言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

寄
贈
し
た
新
米
は
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ

お
お
い
た
職
員
が
県
内
10
施
設
へ

お
届
け
し
ま
し
た
。

県
内
児
童
養
護
施
設
等
へ

　
　
　
県
産
新
米
１
ト
ン
を
寄
贈

豊かな実りと地域に感謝

　

県
内
で
は
、
11
月
10
日
、
11
日
の
両
日
、

還
付
金
等
詐
欺
と
思
わ
れ
る
電
話
が
、
11

件
確
認
さ
れ
、
そ
の
う
ち
３
件
の
被
害
が

発
生
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
同
様
事
案
の
発
生
が
予
想
さ
れ

ま
す
。
犯
行
手
口
を
把
握
し
て
被
害
に
あ

わ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
Ａ
Ｔ
Ｍ

の
前
で
携
帯
電
話
を
使
用
し
な
が
ら
操
作

し
て
い
る
高
齢
者
の
方
を
見
か
け
た
場
合

は
警
察
へ
の
通
報
を
お
願
い
し
ま
す
。

犯
人
は
あ
な
た
に
突
然
こ
ん
な
電
話
を

か
け
て
き
ま
す

●
「
○
○
市
役
所
」「
市
役
所
医
療
事
務

払
い
戻
し
セ
ン
タ
ー
」「
社
会
保
険
事

務
所
」
等
の
職
員
を
名
乗
る
。

●
医
療
費
の
過
払
い
金
が
あ
る
。
薬
代
の

過
払
い
金
が
あ
る
。

●
本
日
が
払
い
戻
し
の
期
限
な
の
で
早
く

し
た
ほ
う
が
い
い
。

●
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
と
携
帯
電
話
を

持
っ
て
、
近
く
の
ス
ー
パ
ー
の
Ａ
Ｔ
Ｍ

に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
犯
人
は
「
銀
行
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
は
混
み
ま
す

の
で
、コ
ン
ビ
ニ
又
は
ス
ー
パ
ー
な
ど
、

無
人
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
」

な
ど
、
注
意
が
行
き
届
き
に
く
い
場
所

を
指
定
し
て
き
ま
す
。

●
着
い
た
ら
操
作
方
法
を
教
え
ま
す
の
で

電
話
し
て
く
だ
さ
い
。

Ａ
Ｔ
Ｍ
に
到
着
後
、
犯
人
は
こ
う
し
て

振
込
み
を
さ
せ
ま
す

●
残
高
（
通
帳
の
）
を
確
認
し
て
く
だ
さ

い
。

●
あ
な
た
の
受
付
番
号
は
○
○
○
○
○
○

で
す
（
振
込
み
さ
せ
る
金
額
の
数
字
）。

●
私
が
言
う
と
お
り
に
画
面
を
操
作
し
て

く
だ
さ
い
（
巧
み

に
誘
導
し
て
犯
人

側
の
口
座
に
振
り

込
ま
せ
る
）。

還
付
金
等
詐
欺
が
発
生

犯
行
手
口
を
把
握
し
て
被
害
防
止
を大分県警察本部

生活安全部生活安全企画課
安全・安心まちづくり推進室

脇
わき

　一
いち

朗
ろう

 室長

「
携
帯
電
話
を
持
っ
て
Ａ
Ｔ
Ｍ
へ
」

は
、
す
べ
て
詐
欺
で
す

安全・安心な地域づくり

感謝米贈呈式
目録の米俵を手渡す日

ひ の

野立
たつあき

明組合長 (左から２人目 )と
県社会福祉協議会の高

たかはし

橋勉
つとむ

会長 ( 左から３人目 )

施設への贈呈の様子
小
さ ゆ り

百合ホーム (大分市 ) へお届けした時の様子。
左が施設長の小

こ　やま

山幸
さち

惠
え

さん。
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佐
伯
市
弥
生
の
ケ
ー
キ
店
「
ケ
ー
キ
大

使
館
ク
ァ
ン
カ
・
ド
ー
ネ
」（
代
表
・
柴し

ば

田た

正ま
さ
の
ぶ信
さ
ん
）
で
は
、
佐
伯
産
の
シ
ョ
ウ

ガ
を
使
用
し
た
ス
イ
ー
ツ
が
人
気
を
呼
ん

で
い
る
。

ニ
ッ
ポ
ン
全
国
ご
当
地
お
や
つ

　
　
　

ラ
ン
キ
ン
グ
」
で
９
位
に
入
賞

　
「
シ
ョ
ウ
ガ
は
辛
さ
が
口
に
残
る
の
で

味
を
決
め
る
の
に
苦
労
し
ま
し
た
」
と
柴

田
さ
ん
は
振
り
返
る
。
何
度
も
試
行
錯
誤

し
出
来
上
が
っ
た
の
が
、
程
よ
い
甘
味
の

生
ク
リ
ー
ム
に
シ
ョ
ウ
ガ
が
ほ
ん
の
り
香

る
『
弥
生
ぶ
っ
せ
』。
こ
の
商
品
は
「
ニ
ッ

ポ
ン
全
国
ご
当
地
お
や
つ
ラ
ン
キ
ン
グ
」

で
９
位
に
入
賞
し
た
。

ス
ロ
ー
ガ
ン
は

　
『
女
性
に
優
し
い
生
姜
の
ま
ち
・
や
よ
い
』

　

柴
田
さ
ん
が
シ
ョ
ウ
ガ
を
使
っ
た
ス

イ
ー
ツ
作
り
を
始
め
る
き
っ
か
け
と
な
っ

た
の
が
弥
生
地
域
の
シ
ョ
ウ
ガ
栽
培
に
よ

る
町
お
こ
し
。
弥
生
地
域
で
は
『
女
性
に

優
し
い
生
姜
の
ま
ち
・
や
よ
い
』を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
、
昔
か
ら
盛
ん
だ
っ
た
シ
ョ
ウ
ガ

栽
培
に
よ
る
地
域
活
性
化
に
取
り
組
ん
で

い
る
。

　

中
津
市
本
耶
馬
渓
町
の
農
家
レ
ス
ト
ラ

ン
「
洞
門
パ
テ
ィ
オ
」
で
は
地
元
の
食
材

を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
料
理
を
提
供
し
人

気
。「
地
産
地
消
に
こ
だ
わ
り
季
節
の
も

の
を
手
作
り
で
提
供
し
て
い
ま
す
」
と
同

店
の
和わ

だ

み

き

田
美
樹
さ
ん
。
青
の
洞
門
や
オ
ラ

ン
ダ
橋
（
耶
馬
渓
橋
）
と
い
っ
た
観
光
ス

ポ
ッ
ト
に
近
い
の
も
う

れ
し
い
。

食
材
に
こ
だ
わ
っ
た
体
に
や
さ
し
い

　
　
　
　
　
　
　

メ
ニ
ュ
ー
が
勢
ぞ
ろ
い

　

料
理
は
バ
イ
キ
ン
グ
形
式
で
楽
し
む
こ

と
が
で
き
、
日
替
わ
り
で
20
種
類
以
上
の

メ
ニ
ュ
ー
が
用
意
さ
れ
て
い
る
。
旬
の
大

根
や
里
芋
な
ど
を
使
用
し
た
料
理
や
中
津

か
ら
あ
げ
が
特
に
好
評
で
、「
遠
方
か
ら

の
リ
ピ
ー
タ
ー
の
お
客
様
も
多
い
で
す

よ
」
と
和
田
さ
ん
。
木
の
温
も
り
に
あ
ふ

れ
た
広
々
と
し
た
店
内
で
、
ゆ
っ
く
り
と

楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

プリンやクッキーな
ど、ショウガを使っ
た商品は５種類あり
どれも人気。

農家レストラン「洞門パティオ」
☎0979-52-2250
○住 中津市本耶馬渓町樋田 180 番地
○時 営業時間／11：00～15：00（バイキング）

９：00 ～ 17：30（物産館）
○定休日／不定休
バイキング料金（税込）
　大人	 1295円
　シルバー（65歳以上）	 1150円
　子ども（小学生）	 850円
　幼児（４歳以上）	 420円
　３歳以下	 無料
　ドリンクバー	 155円

旬の食材を使った料理が並ぶ（写
真は店員の笹

ささはら
原千

ち え み
恵美さん )。

青の洞門やオランダ橋（耶馬渓橋）といっ
た観光スポットのすぐそばにある。

隣の物産館には新鮮な
野菜やゆずの加工品な
どがズラリ。お土産に
ぴったり。

人気のバイキング
料理

「今後もショウガの商品を開発して地産地
消にも積極的に取り組んでいきたいです
ね」と柴田さん

定

ケーキ大使館クァンカ・ドーネ
☎0972-46-2998
○住佐伯市弥生大字井崎1256-1
○時 営業時間／10：00～19：00
○定休日／水曜日定

至青ノ洞門

樋田小学校

日田
往還

212

文

洞門パティオ

昭和中学校

弥生郵便局

マルミヤストア
　　　　●

212

文

〒

クァンカ・ドーネ

こ
だ
わ
り
の
食
材
と
地
産
地
消

農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
「
洞
門
パ
テ
ィ
オ
」

シ
ョ
ウ
ガ
を
使
っ
た
新
ス
イ
ー
ツ

『
弥
生
ぶ
っ
せ
』
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変
形
性
膝
関
節
症
と
は
、
膝
関
節
の
ク
ッ
シ
ョ
ン
で
あ
る
軟
骨
の
す
り
減
り
や
筋
肉
が
低
下

す
る
こ
と
で
、
膝
の
関
節
に
炎
症
が
起
き
た
り
関
節
が
変
形
し
た
り
し
て
痛
み
が
生
じ
る
病
気

で
す
。
中
高
年
の
方
に
多
い
病
気
で
、
特
に
50
歳
以
降
の
女
性
に

多
い
と
い
わ
れ
ま
す
。
一
度
発
症
し
た
ら
若
い
頃
の
よ
う
な
膝
に

戻
す
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
が
、
適
切
な
治
療
を
受
け
れ
ば
、
普
通

に
日
常
生
活
を
送
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
痛
み
を
我
慢
す
る
こ
と

や
、
年
だ
か
ら
と
諦
め
た
り
す
る
前
に
変
形
性
膝
関
節
症
の
正
し

い
知
識
を
身
に
つ
け
、
適
切
な
治
療
を
受
け
る
よ
う
心
が
け
て
く

だ
さ
い
。

保健師さんの健康アドバイス

大腿骨
だいたいこつ

脛骨
けいこつ

腓骨
ひ こつ

軟骨
なんこつ

50
歳
以
上
の
女
性
に
多
く
発
症　

変
形
性
膝
関
節
症

さ
ら
に
、
下
肢
全
体
の
か
た
ち
や
歩
く
様
子
、
筋

肉
の
萎
縮
の
状
態
な
ど
も
み
ま
す
。

レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
：
膝
関
節
を
構
成
す
る
３
つ

の
骨
（
大
腿
骨
、
脛
骨
、
膝
蓋
骨
）
の
形
や
変

形
の
程
度
を
観
察
し
ま
す
。

ま
た
、
関
節
の
隙
間
の
開
き
具
合
か
ら
軟
骨
の

磨
耗
の
程
度
も
推
定
し
ま
す
。

　

膝
が
痛
む
原
因
に
ほ
か
の
病
気
が
考
え
ら

れ
る
場
合
に
は
、
血
液
検
査
・
関
節
液
検
査
・

M
R
I
検
査
が
行
わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

治
療

　

治
療
方
法
は
、
症
状
の
進
行
度
や
程
度
に
よ
っ

て
異
な
り
ま
す
が
、
薬
物
療
法
、
温
熱
療
法
、
運

動
療
法
の
３
つ
の
療
法
が
基
本
と
な
り
ま
す
。
こ

れ
ら
の
治
療
で
も
痛
み
が
緩
和
さ
れ
な
い
場
合
に

外
科
的
療
法
を
行
い
ま
す
。

薬
物
療
法
：
あ
く
ま
で
も
対
症
療
法
と
し
て
、
炎

症
を
抑
え
痛
み
な
ど
の
症
状
を
軽
く
し
て
回
復
を

助
け
る
た
め
の
も
の
で
す
。

温
熱
療
法
：
家
庭
で
行
え
る
温
熱
療
法
に
は
、
お

風
呂
に
入
っ
て
患
部
を
温
め
る
方
法
、
温
湿
布
や

ホ
ッ
ト
パ
ッ
ク
を
使
っ
て
温
め
る
方
法
が
あ
り
ま

す
。
日
頃
か
ら
、
患
部
に
サ
ポ
ー
タ
ー
を
当
て
冷

や
さ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

運
動
療
法
：
運
動
は
血
行
を
よ
く
し
患
部
を
温

め
て
痛
み
を
軽
減
さ
せ
る
ほ
か
、
関
節
の
動
き
を

ス
ム
ー
ズ
に
す
る
効
果
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
血

行
が
良
く
な
る
こ
と
で
、
関
節
部
分
に
栄
養
が
い

き
わ
た
り
、
炎
症
の
原
因
と
な
る
老
廃
物
が
排
泄

さ
れ
、
細
胞
の
活
動
も
活
発
に
な
り
、
病
気
の
進

行
を
止
め
た
り
再
発
を
防
い
だ
り
、
更
に
は
治
療

症
状

効
果
ま
で
期
待
で
き
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

外
科
的
療
法
：
手
術
を
す
れ
ば
痛
み
が
な
く
な

り
、
動
け
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
手
術

に
は
メ
リ
ッ
ト
も
あ
れ
ば
デ
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
ま

す
。
年
齢
、
体
力
、
ど
こ
ま
で
の
回
復
を
望
ん
で

い
る
か
な
ど
を
総
合
し
て
、
適
切
な
手
術
を
選
択

し
ま
す
。

　

ど
の
療
法
も
最
初
は
自
分
の
判
断
で
行
わ
ず

に
、
医
師
に
よ
く
相
談
し
て
か
ら
は
じ
め
ま
し
ょ

う
。日

常
生
活
で
出
来
る
こ
と

　

膝
に
違
和
感
や
小
さ
な
痛
み
が
あ
る
と
、
体

の
動
か
し
す
ぎ
が
原
因
と
考
え
、
体
を
動
か
さ

な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
す
る
と
、
体
重

が
増
え
た
り
筋
力
が
低
下
し
た
り
し
て
、
痛
み

が
更
に
増
す
と
い
う
「
痛
み
の
悪
循
環
」
に
陥

り
、
寝
た
き
り
に
な
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

日
本
整
形
外
科
学
会
で
は
、
こ
う
し
た
痛
み
の

悪
循
環
を
防
ぐ
た
め
に
、
早
期
か
ら
の
対
策
を

提
唱
し
て
い
ま
す
。
痛
み
の
前
兆
が
あ
る
段
階

や
、
初
期
の
段
階
か
ら
適
切
な
対
策
を
行
う
こ

と
が
重
要
で
す
。
こ
の
段
階
で
あ
れ
ば
、
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
な
ど
の
運
動
を
行
っ
た
り
、
日
常
生
活

を
改
善
し
た
り
す
る
な
ど
の
対
策
を
す
る
こ
と

で
、
症
状
が
良
く
な
る
場
合
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

た
だ
し
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
す
る
こ
と
で
か
え
っ

て
膝
が
痛
む
と
い
う
場
合
は
、
専
門
医
の
診
察

を
受
け
て
適
切
な
運
動
を
行
う
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

　
日
田
市
医
師
会
立
　
日
田
検
診
セ
ン
タ
ー

　
保
健
師
　
井
上
亜
紀

危
険
因
子

　

加
齢
、
女
性
、
＊
肥
満
、
筋
肉
の
衰
え
、
膝
へ

の
負
担
が
大
き
い
ス
ポ
ー
ツ
、
Ｏ
脚
や
偏
平
足

な
ど
足
部
の
変
形
、
足
に
合
わ
な
い
靴
お
よ
び

ハ
イ
ヒ
ー
ル　

な
ど

＊
危
険
因
子
の
中
で
も
、
特
に
肥
満
は
、
膝
に
大
き
な

負
担
を
か
け
る
要
因
に
な
る
。
歩
い
て
い
る
と
き

に
は
体
重
の
２
～
３
倍
の
負
担
が
か
か
り
、
階
段

の
昇
り
降
り
で
は
約
５
～
７
倍
の
負
担
が
か
か
る
。

走
る
と
き
に
は
約
10
倍
の
負
担
が
か
か
っ
て
い
る
。

診
断
と
検
査

問
診
：い
つ
ご
ろ
か
ら
ど
ん
な
症
状
が
あ
る
の
か
、

こ
れ
ま
で
に
膝
の
け
が
の
経
験
が
あ
る
か
な
ど

を
聞
き
ま
す
。

視
診
・
触
診
：
膝
関
節
の
曲
げ
伸
ば
し
の
具
合
、

痛
み
の
部
位
、
腫
脹
、
熱
感
の
有
無
、
関
節
の

安
定
性
を
み
ま
す
。

・
こ
わ
ば
る

・
突
っ
張
り
感
が
あ
る

・
何
と
な
く
動
か
し
に
く
い

前兆

・
膝
を
使
う
動
作
を
始
め
る

と
き
に
痛
む

初期

・
歩
い
て
い
て
も
常
に
痛
み

が
持
続
す
る

進行期

・
膝
の
曲
げ
伸
ば
し
が
困
難

に
な
る

末期
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① B ② ③ ④

⑤ E

⑥ ⑦

⑧ C ⑨ ⑩

⑪ D ⑫ ⑬

A ⑭ ⑮ F

⑯ ⑰

タテのキー
①　火災のないように祈る行事。
②　そばの○○○を取る。すしの

○○○を頼む。
③　○○○○○○器の設置が義務付

けられています。点検も忘れずに。
④　この現場では予期しない力が

出たりします。
⑦　ケガや病気に備え家庭にある

と便利です。
⑩　昆虫がさなぎから成虫になる

こと。
⑬　教えると人の言葉をまねたり

します。
⑭　稲の中に生えると大変です。
⑮　こがしニンニク油とも呼ばれ

ています。○○油。

ヨコのキー
①　太陽が地平線から現れる時。
⑤　体のリフレッシュにはこれが一番。
⑥　受験生は○○○に向かって勉強しています。
⑧　栗鼠と書きます。
⑨　今年も台風が心配でよく見ました天気○

○○。
⑪　元素記号ではＰ。数量の単位としても使

われる。
⑫　日田の三隈川では夏の風物詩です。
⑭　木曽ヒノキ、秋田スギと並ぶ日本三大美

林の一つ「青森○○」
⑮　若者の出会いの場として商店街を活性

化。○○コン。
⑯　ガソリンが高くなったのでよく見かけます。
⑰　軍師官兵衛のマグダレナ役といえば石野

○○。

ハガキまたはＥメールに下記の①
～⑤を記入いただき、お申し込み
ください。当選者は発送をもって
発表にかえさせていただきます。

　①クイズの答え
　②感想や 1 番よかった記事、
　　NOSAI への質問や要望
　③郵便番号、住所
　④氏名、年齢
　⑤電話番号

【ハガキのお送り先】
　〒 870-0822
　大分県大分市大道町
　　　　　３丁目１番１号
　大分県農業共済組合  広報係

【Ｅメールのお送り先】
　kirari@nosai-oita.jp

【応募の締め切り】	 2015年１月31日(土)（消印有効）
【第２号（８月号）クイズの正解】	 かきごおり

応募総数 191 通のうち、正解者は 186 通でした。正解者の中から抽選
の結果、15 名の方に「あま酒３本セット」をお送りしました。

ご
家
族
紹
介

今号の
表紙

　

有
限
会
社
中
原
農
場
を
経
営
す
る
穣
治
さ
ん
。
当
初
兼
業

農
家
だ
っ
た
が
、今
年
で
専
業
農
家
30
年
目
を
迎
え
、水
稲・麦・

大
豆
・
そ
ば
・ハ
ウ
ス
イ
チ
ゴ
を
栽
培
し
て
い
る
。
良
祐
さ
ん
は
、

農
業
大
学
校
を
卒
業
後
、
会
社
勤
め
を
経
て
平
成
13
年
に
就

農
。
現
在
、
株
式
会
社
大
分
和
郷
の
代
表
と
し
て
フ
ル
ー
ツ
ト

マ
ト
の
栽
培
に
携
わ
り
２
年
目
を
迎
え
る
。「
今
年
は
味
も
よ

く
と
て
も
好
評
で
す
」
と
良
祐
さ
ん
。

　
「
ト
マ
ト
が
苦
手
な
人
で
も
甘
い
と
言
っ
て
食
べ
て
く
れ
る
こ

と
が
う
れ
し
い
」
と
真
緒
子
さ
ん
。
ト
マ
ト
の
販
路
も
海
外
ま

で
広
が
る
な
ど
、
地
域
農
業
を
牽
引
す
る
中
原
さ
ん
一
家
だ
。

《中津市三光　中原さんファミリー》
父　　穣治（じょうじ）さん（68）	 母　　直美（なおみ）さん（64）
　　　良祐（りょうすけ）さん（38）	 　　真緒子（まおこ）さん（38）
長女　蒼葉（あおは）さん（12）	 次女　緋彩（ひいろ）さん（11）
長男　玄喜（げんき）くん（５）

Ａ～Ｅを並べ替えて意味のあ
る言葉にしてください。

【ヒント】
今の季節は特に心がけてくださ
い。拍子木を打ちながら大声で
唱えます。

【プレゼント】
正解者の中から抽選で 15 名様に豊後大野市清川町の特産クリー
ンピーチときんごまを使ったお菓子のセットをお贈りします。

お菓子セットと清川ふるさと物産館
夢市場の小

お
栗
ぐり

恵
え み

美さん
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編
集
後
記

別
府
市 

村
上 

明
日
美
さ
ん
（
28
）

玖
珠
郡
九
重
町 

山
下 

拓
郎
さ
ん
（
26
）

❶
農
業
（
機
能
性
野
菜
）。

❷
天
候
不
良
な
ど
で
生
育
が
左
右
さ

れ
、
そ
の
対
応
が
難
し
く
大
変
で

す
。

❸
出
荷
商
品
を
褒
め
ら
れ
た
と
き
。

❹
「
野
良
着
」
が
勝
負
服
。

❺
地
元
の
温
泉
で
ゆ
っ
く
り
と
過
ご

す
。

❻
自
分
の
農
地
を
取
得
し
た
い
。

❶
和
牛
繁
殖
・
肥
育
。

❷
深
夜
の
牛
の
出
産
の
と
き
。 

❸
子
牛
市
場
で
高
値
が
つ
い
た
と
き
。

❹
冷
静
な
と
こ
ろ
。

❺
ホ
ッ
ケ
ー
を
し
て
い
ま
す
。

❻
現
在
は
父
の
力
を
借
り
な
が
ら
勉

強
中
で
す
が
、
自
分
自
身
の
力
で

や
っ
て
い
け
る
よ
う
力
を
つ
け
た

い
。

　「
子
ど
も
た
ち
の
心
の
叫
び
を
見
つ

め
な
さ
い
」、
大
分
市
の
児
童
養
護
施

設
、
小
百
合
ホ
ー
ム
の
小
山
幸
惠
さ
ん

は
職
員
に
こ
う
語
り
か
け
る
。
大
人
に

ぶ
つ
け
る
言
葉
に
と
ら
わ
れ
な
い
で
、

心
の
底
を
良
く
理
解
す
る
こ
と
が
大
切

だ
と
。
　
　

　
小
百
合
ホ
ー
ム
に
は
親
元
で
暮
ら
す

こ
と
が
で
き
な
い
２
歳
か
ら
19
歳
ま
で

の
52
人
が
生
活
す
る
。
届
け
た
１
２
０

キ
ロ
の
お
米
は
育
ち
盛
り
の
子
ど
も
た

ち
の
半
月
分
に
過
ぎ
な
い
。

　
12
月
23
日
の
ク
リ
ス
マ
ス
会
は
地
域

と
の
交
流
の
場
で
も
あ
る
。「
子
ど
も

た
ち
の
元
気
な
姿
を
ぜ
ひ
多
く
の
方
に

見
て
欲
し
い
」
と
小
山
さ
ん
は
話
す
。

①
現
在
の
仕
事
内
容

②
仕
事
で
苦
労
し
た
こ
と

③
仕
事
で
喜
び
を
感
じ
る
こ
と

④
自
分
の
チ
ャ
ー
ム
ポ
イ
ン
ト

⑤
休
日
の
過
ご
し
方

⑥
10
年
後
の
自
分
は
？

《
料
理
手
順
》

❶
鍋
に
だ
し
汁
、
う
す
く
ち

し
ょ
う
ゆ
を
入
れ
火
に
か
け

る
。

❷
え
び
、
か
ま
ぼ
こ
、
し
い
た

け
、
野
菜
等
は
食
べ
や
す
い

大
き
さ
に
切
っ
て
お
く
。

❸
ふ
っ
と
う
し
た
お
湯
で
、
も

ち
を
約
５
分
間
ゆ
で
る
。

❹
ゆ
で
た
も
ち
、
お
好
み
で
具

材
を
入
れ
、
だ
し
汁
を
か
け

完
成
。

「
お
雑
煮
」

「
お
雑
煮
」

材
料

《調理のポイント》
もちは煮えすぎると

煮くずれしやすくなるので
注意してください。

む
ら
か
み
　
　あ
す
み

や
ま
し
た   

た
く
ろ
う

具材

・
も
ち

・
え
び
、
か
ま
ぼ
こ
、

し
い
た
け

　（
甘
辛
く
味
付
け
し

た
も
の
）

・
春
菊
な
ど
季
節
の

野
菜

・
昆
布

・
か
つ
お
節

・
う
す
く
ち
し
ょ
う
ゆ

少
々レシピ提供

宇佐市安心院町 中山ミヤ子さん
農村民泊『舟板昔ばなしの家』を営
む。農林漁家民宿のおかあさん100
選認定者。癒しを求め、各地から多
くの客が訪れる｡

さ
　
ゆ
　
り

こ 

や
ま
さ
ち 

え


